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モーツァルト：ピアノ・ソナタ第8番 イ短調 K310(300d)

ラヴェル：鏡

ショパン：24の前奏曲 Op.28

Mozart: Sonate für Klavier Nr.8 a-Moll K310(300d)

Ravel: Miroirs

Chopin: 24 Préludes Op.28

金

Friday 14 June 2019, 19:00 TOPPAN HALL
19:00開演 トッパンホール

全席指定 6,000円 ／学生3,000円
発売：1月16日水［会員：1月12日土］
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2019
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トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

　メシアン演奏のスペシャリストとして名高いロジェ･ムラロ。トッパン
ホールでも、師メシアンの作品で数々の名演を聴かせてきたが、もちろん
「メシアンだけ」のピアニストではない。超絶技巧をめまぐるしい運指で奏
でても、決して粒立ちを失わないクリスタルのようなタッチ。さらには繊細
にメロディが香り立つまろやかなアーティキュレーション。そして、作品全
体を俯瞰しながら要所要所にさりげなくあしらわれる温かなユーモア。メシ
アン演奏の高みを究めるなかで培ったこれらの美質は、色彩のグラデーショ
ンが美しいラヴェルやドビュッシー、濃厚なドラマをエモーショナルに描き
出すロシアもの、そして、力強くも流麗なショパンでも十全に活かされる。
　ショパンを聴くのなら、眉間に皺を寄せ、肩が凝りそうなほど緊張し、ド
ロドロの情念に身も心もどっぷりと浸かっていたい。そんな方には、ムラロ
はあまりおすすめできない。雑念を取り除き、彼一流の透明感のある響きで
慈しむかのように奏でられるショパンは、どこまでも美しく、どこか愛らし
い。長身痩躯、鍵盤を鷲づかみするかのような大きな手から生まれる音楽
は、繊細かつ、揺るぎない確たる構成感と相まって、聴く者を大きな安心感
で包み込む。24の多彩な表情が次々と現れては消えてゆく《24の前奏曲》は、
「ムラロのショパン」の美質を、存分に味わうのにうってつけだ。これまで
メシアン《幼な子イエスにそそぐ20の眼差し》全曲や、ラヴェルのピアノ
作品全曲など、「トッパンホール初」に挑んできたムラロ。今回《24の前奏
曲》を全曲演奏するのも、やはり「トッパンホール初」となる。
　いっぽう前半のモーツァルトは、硬質な音の煌きが、悲壮な緊張感漂う作
品にひと筋の光を差し込ませる。そして十八番のラヴェル、陰影深い森の奥
からたゆたうように紡ぎだされる響きの糸で、わたしたちを幻想の世界へと
巧みに誘う。
　フランスの音楽界で着実に存在感を増し、「メシアン弾き」にとどまらな
いピアニストであることをみずから丹念に印象づけていくなかで勝ち得たム
ラロの自信。いままさに円熟期にある実力派が、プライドを胸に飄々と挑
む、意欲的なプログラムだ。
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